





    

    




    









    10年越しのインサイダー ～おじいちゃんとの信用取引～
    **************


Every opportunity has a shelf life.


あらゆる機会には寿命がある。

（映画「バーレスク」より）


**************


詳しくは書かないけれど、おじいちゃんの体調が心配で3年半ぶりに飛んで行った。


心配して来た私に、お前の会社は大丈夫なのかと心配する祖父。

びっくりするぐらい痩せてたのに、24年間痩せてる私に食事と運動を説く祖父。

博学で厳格な元教授なのに、新米の若造にものすごく期待してくれる祖父。


いつもその横にいて

私が歳をとるのが楽しみと言いつつ、あと5年は80歳で通すと張り切る祖母。


そんなおじいちゃんおばあちゃんと必ず叶える取引をしたので

ここに証拠を残しておきます。


---------------------------


60年前、なんと私の会社はテレビで日本一だったらしい。

その後ろを松下が追い、株価は3000円台後半の時代もあったみたい。 


それが今や、その株でペットボトルどころか缶も買えるかどうかの日々…。


私の入社後、「紙切れになるから売れ」と勧めた証券マンを叱り飛ばし、

大損じゃとぼやきながらも一切売らずに持ち続けている祖父。


2000冊を軽く超える本に囲まれ、先生一筋で人のために真っ直ぐ生きてきた、

なんとか200冊ぐらい読んだ私が知る中で、どの偉人にも負けない素敵な一人。


祖父だけ褒めたら、天国にいるもう一人の祖父にも、
「なんで遊びに来ないんだ？」と、毎週末電話してくれる元気な二人の祖母にも不公平だから

私の家系は祖父母も、両親も、兄弟も、いとこも、いとこの子供たちも、親族全員素敵な頑張り屋さんだと書かせてもらいます。


家族自慢なんて、小学生みたい。笑

だけど、祖父母の家から帰りたくないと泣いていた小学生の頃の気持ちを思い出したから

何かをここに書いておきたくて。


----------------------------


全くしんみりした話じゃありません。

手術を「腹切り」と呼んで、ものすごい手術のあとをカステラを食べている私にいつまでも見せてくるおじいちゃん。 

ボケてかなわんと言いつつ、また読みたい本の話を嬉しそうにするおじいちゃん。

もう絶対元気。間違いない。 


そして、私の家系がその中の私でも驚くような人ばかりなのも事実。笑

不器用で愚直で、大金持ちはいないんだけど、みんな信念を持って真っ直ぐ頑張ってきた。

知恵を、私利私欲や人を蹴落とすことに使わず、人のため志のために使ってきた。


おかげでそれを正しいと信じる人間に生まれた以上、

私も祖父母を超えるぐらい真っ直ぐに生きていきたいと改めて思わせてくれた時間でした。


-------------------------------


最後に、そうは言っても一つだけ違反をしたいと思います。


「インサイダー取引」
 ある株が上がるか下がるかを知っている人間が、それを外部の人間に教えて儲けること。


おじいちゃんに教えてしまいました。


うちの株を、俺が10年で3倍にする。

だから絶対に手放さないで、10年後自分で売るようにと。 


私の家系で一番株に詳しい父親が、

「すごい情報ありがとう。今のうちに大量に買っとかなきゃ」

と聞いてしまった以上、おじいちゃんは10年間手放す理由がなくなったはずです。



”Every opportunity has a shelf life.”


今から10年間、おじいちゃんに安心してうちの株を持ち続けてもらうために、 

ビジネスマンとして、大人として、孫として

可能な限り何度も成長を見せに行きたいと思います。


もちろん、別の方の市場で活躍する祖母や母親、愛犬にも会いに帰る

家族自慢の20代でい続けたいと思います。 
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